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里
斜
道
海
北
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２
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会
員
委
集
編
り
よ
だ
合
組
／
集
編

社
会
式
株
業
工
刷
印
星
／
刷
印

2026・3
No.394組合だより
JA清里町

Topics
・清里町和牛生産改良組合
　　『令和７年度分娩間隔・飼養管理技術の部』にて表彰

・ＪＡ清里町女性部50周年式典開催

・令和７年度食農教育活動『給食会』開催

自自慢慢うちのうちの子子
我が家のかわいいペットを

たっぷりご紹介！

おおらか

かっぱつ

こわがりあまえんぼう

マイペース

げんき！

中力粉（清里産きたほなみ）
塩
砂糖　
ドライイースト
水（常温）
★はちみつor砂糖（ケトリング用）

‥‥‥‥‥200ｇ
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2ｇ
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10ｇ

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2ｇ
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥100ｇ

‥‥大さじ2

①★以外の材料を上から順番にボウルに入れ、
ひとまとまりになってきたらさらに5分～10
分ほどこねる。
②ラップにくるんで冷蔵庫（野菜室）で30分～2
時間ねかせる。
③４等分して成型し、濡らして硬く絞った布巾を
かぶせて室温で15分～30分発酵させる。（
レンジの発酵機能30℃でも可）
④オーブンを210℃に余熱しておく。大きめの
鍋orフライパンにお湯を沸かし、★を入れて
混ぜる。
⑤小さな泡がふつふつ出てきたら片面を30秒
ずつ茹で、水気を切ってからすぐに余熱が終
わったオーブンで20分焼けば完成。

材料（４個分）

作り方
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12
月
15
日
、
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た

「
令
和
７
年
度
和
牛
振
興
委
員
研
修
会
」

の
「
分
娩
間
隔
・
飼
養
管
理
技
術
の
部
」

に
お
い
て
、
分
娩
間
隔
の
短
縮
や
飼
養

管
理
の
安
定
化
な
ど
、
和
牛
の
改
良
に

大
き
く
貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

清
里
町
和
牛
生
産
改
良
組
合
が
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
公
益
社
団
法
人
全
国

和
牛
登
録
協
会
が
定
め
る
「
改
良
組
合

認
定
基
準
」
に
基
づ
く
厳
正
な
審
査
の

清
里
町
馬
鈴
薯
採
種
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
会

令
和
７
年
度
分
娩
間
隔
・
飼
養
管
理
技
術
部
門

清
里
町
和
牛
生
産
改
良
組
合
表
彰

組合だより　2026.3

も
と
、
全
国
で
わ
ず
か
５
組
合
の
み
が

選
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
表
彰
に
あ
た
っ
て
、
和
牛
生

産
改
良
組
合
佐
野
組
合
長
は
、「
組
合
員

一
人
ひ
と
り
の
地
道
な
努
力
が
実
を
結

ん
だ
結
果
。
基
本
的
な
技
術
の
積
み
重

ね
を
大
切
に
し
、
今
後
も
原
点
を
忘
れ

ず
、
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
、
今
後
の
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性
部

　創
立
50
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　
　及
び
記
念
講
演

12
月
16
日
、
清
里
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性
部
創
立
50
周
年
を
記

念
し
た
式
典
が
開
催
さ
れ
、
歴
代
部
長
を
は
じ

め
79
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
谷
澤
女
性
部
長
に
よ
る
式
辞
の

後
、
第
31
代
か
ら
第
50
代
ま
で
の
部
長
11
名
へ

感
謝
状
授
与
が
行
わ
れ
、
歴
代
部
長
を
代
表
し
、

辺
見
洋
子
氏
が
登
壇
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
に
は
、Ｊ
Ａ
清
里
町
三
上
組
合
長
、
清
里

町
古
谷
町
長
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
協
議
会

相
内
会
長
、
清
里
町
農
民
連
盟
桑
島
委
員
長
、

網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
清
里
支
所
荒
井

支
所
長
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
ま
た
、
祝
電
と

し
て
Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連
石
井
会
長
、
衆
議
院
議

員
武
部
代
議
士
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
戴
し
ま

し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
記
念
講
演
と
し
て
「
感

情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
を
テ
ー
マ
に
、
青
山
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
青
山
代
表
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
女
性
部
の
50
年
の
歩
み
を
振
り
返

る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
上
映
さ
れ
、
視
察
研
修

や
講
習
会
な
ど
の
写
真
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
懐
か
し
む
声
や
笑
い
声
が
あ
が
り
、

思
い
出
を
語
り
合
い
な
が
ら
、
節
目
と
な
る
50

周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

12
月
16
日
、
清
里
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性
部
創
立
50
周
年
を
記

念
し
た
式
典
が
開
催
さ
れ
、
歴
代
部
長
を
は
じ

め
79
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
谷
澤
女
性
部
長
に
よ
る
式
辞
の

後
、
第
31
代
か
ら
第
50
代
ま
で
の
部
長
11
名
へ

感
謝
状
授
与
が
行
わ
れ
、
歴
代
部
長
を
代
表
し
、

辺
見
洋
子
氏
が
登
壇
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
に
は
、Ｊ
Ａ
清
里
町
三
上
組
合
長
、
清
里

町
古
谷
町
長
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
協
議
会

相
内
会
長
、
清
里
町
農
民
連
盟
桑
島
委
員
長
、

網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
清
里
支
所
荒
井

支
所
長
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
ま
た
、
祝
電
と

し
て
Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連
石
井
会
長
、
衆
議
院
議

員
武
部
代
議
士
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
戴
し
ま

し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
記
念
講
演
と
し
て
「
感

情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
を
テ
ー
マ
に
、
青
山
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
青
山
代
表
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
女
性
部
の
50
年
の
歩
み
を
振
り
返

る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
上
映
さ
れ
、
視
察
研
修

や
講
習
会
な
ど
の
写
真
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
懐
か
し
む
声
や
笑
い
声
が
あ
が
り
、

思
い
出
を
語
り
合
い
な
が
ら
、
節
目
と
な
る
50

周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

1
月
29
日
、
第
54
回
清
里
町
馬
鈴
薯
採
種
組
合
連
合

会
の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
員
21
名
（
内
委
任

状
６
名
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号
『
令
和
７
年
度
経
過
報
告
並
び
に
収
支

決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
に
つ
い
て
』、
議
案
第
２

号
『
令
和
８
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算

（
案
）に
つ
い
て
』、議
案
第
３
号『
役
員
改
選
に
つ
い
て
』

を
執
行
部
よ
り
提
案
し
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
総
会
は

終
了
し
ま
し
た
。

★
令
和
８
年
度
役
員

　
・
組
合
長
　
西
舘
昌
宏
氏

　
・
副
組
合
長
　
田
中
大
介
氏

1
月
29
日
、
第
54
回
清
里
町
馬
鈴
薯
採
種
組
合
連
合

会
の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
員
21
名
（
内
委
任

状
６
名
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号
『
令
和
７
年
度
経
過
報
告
並
び
に
収
支

決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
に
つ
い
て
』、
議
案
第
２

号
『
令
和
８
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算

（
案
）に
つ
い
て
』、議
案
第
３
号『
役
員
改
選
に
つ
い
て
』

を
執
行
部
よ
り
提
案
し
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
総
会
は

終
了
し
ま
し
た
。

★
令
和
８
年
度
役
員

　
・
組
合
長
　
西
舘
昌
宏
氏

　
・
副
組
合
長
　
田
中
大
介
氏

清
里
町
シ
カ
柵
維
持
管
理
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
会

1
月
30
日
、
第
25
回
清
里
町
シ
カ
柵
維
持
管
理
組
合

の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
員
20
名
（
内
委
任
状

５
名
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号
『
令
和
７
年
度
経
過
報
告
並
び
に
収
支

決
算
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告
に
つ
い
て
』、
議
案
第

２
号
『
令
和
８
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予

算
（
案
）
に
つ
い
て
』、
議
案
第
３
号
『
令
和
８
年
度

組
合
年
会
費
及
び
賦
課
金
の
承
認
に
つ
い
て
』、
議
案

第
４
号
『
そ
の
他
』
を
執
行
部
よ
り
提
案
し
、
原
案
通

り
承
認
さ
れ
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

★
令
和
８
年
度
役
員
は
、
第
１
回
役
員
会
に
て
互
選

1
月
30
日
、
第
25
回
清
里
町
シ
カ
柵
維
持
管
理
組
合

の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
員
20
名
（
内
委
任
状

５
名
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号
『
令
和
７
年
度
経
過
報
告
並
び
に
収
支

決
算
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告
に
つ
い
て
』、
議
案
第

２
号
『
令
和
８
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予

算
（
案
）
に
つ
い
て
』、
議
案
第
３
号
『
令
和
８
年
度

組
合
年
会
費
及
び
賦
課
金
の
承
認
に
つ
い
て
』、
議
案

第
４
号
『
そ
の
他
』
を
執
行
部
よ
り
提
案
し
、
原
案
通

り
承
認
さ
れ
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

★
令
和
８
年
度
役
員
は
、
第
１
回
役
員
会
に
て
互
選

清
里
町
玉
葱
生
産
組
合
総
会

2
月
2
日
、
第
42
回
清
里
町
玉
葱
生
産
組
合
の
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
員
20
名
（
内
委
任
状
４
名
）

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号
『
令
和
７
年
度
経
過
報
告
及
び
収
支
決

算
報
告
並
び
に
会
計
監
査
報
告
』、
議
案
第
２
号
『
令

和
８
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
』、
議
案
第
３
号
『
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
』

を
執
行
部
よ
り
提
案
し
、
議
案
第
４
号
『
そ
の
他
』
に

つ
い
て
は
、
早
出
し
出
荷
に
つ
い
て
な
ど
の
報
告
が
あ

り
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

★
令
和
８
年
度
役
員

　
・
組
合
長
　
金
森
裕
輔
氏

　
・
副
組
合
長
　
大
町
敏
隆
氏

2
月
2
日
、
第
42
回
清
里
町
玉
葱
生
産
組
合
の
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
員
20
名
（
内
委
任
状
４
名
）

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号
『
令
和
７
年
度
経
過
報
告
及
び
収
支
決

算
報
告
並
び
に
会
計
監
査
報
告
』、
議
案
第
２
号
『
令

和
８
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
』、
議
案
第
３
号
『
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
』

を
執
行
部
よ
り
提
案
し
、
議
案
第
４
号
『
そ
の
他
』
に

つ
い
て
は
、
早
出
し
出
荷
に
つ
い
て
な
ど
の
報
告
が
あ

り
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

★
令
和
８
年
度
役
員

　
・
組
合
長
　
金
森
裕
輔
氏

　
・
副
組
合
長
　
大
町
敏
隆
氏

各組織等 総会報告
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女性部歴代部長
女性部のイメージカラーである「ピンク」の
フラワーアレンジメントについて触れる谷澤部長

ＪＡ清里町三上組合長（左）と清里町和牛生産改良組合佐野組合長
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12
月
15
日
、
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た

「
令
和
７
年
度
和
牛
振
興
委
員
研
修
会
」

の
「
分
娩
間
隔
・
飼
養
管
理
技
術
の
部
」

に
お
い
て
、
分
娩
間
隔
の
短
縮
や
飼
養

管
理
の
安
定
化
な
ど
、
和
牛
の
改
良
に

大
き
く
貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

清
里
町
和
牛
生
産
改
良
組
合
が
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
公
益
社
団
法
人
全
国

和
牛
登
録
協
会
が
定
め
る
「
改
良
組
合

認
定
基
準
」
に
基
づ
く
厳
正
な
審
査
の

清
里
町
馬
鈴
薯
採
種
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
会

令
和
７
年
度
分
娩
間
隔
・
飼
養
管
理
技
術
部
門

清
里
町
和
牛
生
産
改
良
組
合
表
彰

組合だより　2026.3

も
と
、
全
国
で
わ
ず
か
５
組
合
の
み
が

選
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
表
彰
に
あ
た
っ
て
、
和
牛
生

産
改
良
組
合
佐
野
組
合
長
は
、「
組
合
員

一
人
ひ
と
り
の
地
道
な
努
力
が
実
を
結

ん
だ
結
果
。
基
本
的
な
技
術
の
積
み
重

ね
を
大
切
に
し
、
今
後
も
原
点
を
忘
れ

ず
、
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
、
今
後
の
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性
部

　創
立
50
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　
　及
び
記
念
講
演

12
月
16
日
、
清
里
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性
部
創
立
50
周
年
を
記

念
し
た
式
典
が
開
催
さ
れ
、
歴
代
部
長
を
は
じ

め
79
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
谷
澤
女
性
部
長
に
よ
る
式
辞
の

後
、
第
31
代
か
ら
第
50
代
ま
で
の
部
長
11
名
へ

感
謝
状
授
与
が
行
わ
れ
、
歴
代
部
長
を
代
表
し
、

辺
見
洋
子
氏
が
登
壇
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
に
は
、Ｊ
Ａ
清
里
町
三
上
組
合
長
、
清
里

町
古
谷
町
長
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
協
議
会

相
内
会
長
、
清
里
町
農
民
連
盟
桑
島
委
員
長
、

網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
清
里
支
所
荒
井

支
所
長
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
ま
た
、
祝
電
と

し
て
Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連
石
井
会
長
、
衆
議
院
議

員
武
部
代
議
士
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
戴
し
ま

し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
記
念
講
演
と
し
て
「
感

情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
を
テ
ー
マ
に
、
青
山
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
青
山
代
表
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
女
性
部
の
50
年
の
歩
み
を
振
り
返

る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
上
映
さ
れ
、
視
察
研
修

や
講
習
会
な
ど
の
写
真
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
懐
か
し
む
声
や
笑
い
声
が
あ
が
り
、

思
い
出
を
語
り
合
い
な
が
ら
、
節
目
と
な
る
50

周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

12
月
16
日
、
清
里
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性
部
創
立
50
周
年
を
記

念
し
た
式
典
が
開
催
さ
れ
、
歴
代
部
長
を
は
じ

め
79
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
谷
澤
女
性
部
長
に
よ
る
式
辞
の

後
、
第
31
代
か
ら
第
50
代
ま
で
の
部
長
11
名
へ

感
謝
状
授
与
が
行
わ
れ
、
歴
代
部
長
を
代
表
し
、

辺
見
洋
子
氏
が
登
壇
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
に
は
、Ｊ
Ａ
清
里
町
三
上
組
合
長
、
清
里

町
古
谷
町
長
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
協
議
会

相
内
会
長
、
清
里
町
農
民
連
盟
桑
島
委
員
長
、

網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
清
里
支
所
荒
井

支
所
長
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
ま
た
、
祝
電
と

し
て
Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連
石
井
会
長
、
衆
議
院
議

員
武
部
代
議
士
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
戴
し
ま

し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
記
念
講
演
と
し
て
「
感

情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
を
テ
ー
マ
に
、
青
山
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
青
山
代
表
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
女
性
部
の
50
年
の
歩
み
を
振
り
返

る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
上
映
さ
れ
、
視
察
研
修

や
講
習
会
な
ど
の
写
真
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
懐
か
し
む
声
や
笑
い
声
が
あ
が
り
、

思
い
出
を
語
り
合
い
な
が
ら
、
節
目
と
な
る
50

周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

1
月
29
日
、
第
54
回
清
里
町
馬
鈴
薯
採
種
組
合
連
合

会
の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
員
21
名
（
内
委
任

状
６
名
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号
『
令
和
７
年
度
経
過
報
告
並
び
に
収
支

決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
に
つ
い
て
』、
議
案
第
２

号
『
令
和
８
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算

（
案
）に
つ
い
て
』、議
案
第
３
号『
役
員
改
選
に
つ
い
て
』

を
執
行
部
よ
り
提
案
し
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
総
会
は

終
了
し
ま
し
た
。

★
令
和
８
年
度
役
員

　
・
組
合
長
　
西
舘
昌
宏
氏

　
・
副
組
合
長
　
田
中
大
介
氏

1
月
29
日
、
第
54
回
清
里
町
馬
鈴
薯
採
種
組
合
連
合

会
の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
員
21
名
（
内
委
任

状
６
名
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号
『
令
和
７
年
度
経
過
報
告
並
び
に
収
支

決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
に
つ
い
て
』、
議
案
第
２

号
『
令
和
８
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算

（
案
）に
つ
い
て
』、議
案
第
３
号『
役
員
改
選
に
つ
い
て
』

を
執
行
部
よ
り
提
案
し
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
総
会
は

終
了
し
ま
し
た
。

★
令
和
８
年
度
役
員

　
・
組
合
長
　
西
舘
昌
宏
氏

　
・
副
組
合
長
　
田
中
大
介
氏

清
里
町
シ
カ
柵
維
持
管
理
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
会

1
月
30
日
、
第
25
回
清
里
町
シ
カ
柵
維
持
管
理
組
合

の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
員
20
名
（
内
委
任
状

５
名
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号
『
令
和
７
年
度
経
過
報
告
並
び
に
収
支

決
算
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告
に
つ
い
て
』、
議
案
第

２
号
『
令
和
８
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予

算
（
案
）
に
つ
い
て
』、
議
案
第
３
号
『
令
和
８
年
度

組
合
年
会
費
及
び
賦
課
金
の
承
認
に
つ
い
て
』、
議
案

第
４
号
『
そ
の
他
』
を
執
行
部
よ
り
提
案
し
、
原
案
通

り
承
認
さ
れ
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

★
令
和
８
年
度
役
員
は
、
第
１
回
役
員
会
に
て
互
選

1
月
30
日
、
第
25
回
清
里
町
シ
カ
柵
維
持
管
理
組
合

の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
員
20
名
（
内
委
任
状

５
名
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号
『
令
和
７
年
度
経
過
報
告
並
び
に
収
支

決
算
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告
に
つ
い
て
』、
議
案
第

２
号
『
令
和
８
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予

算
（
案
）
に
つ
い
て
』、
議
案
第
３
号
『
令
和
８
年
度

組
合
年
会
費
及
び
賦
課
金
の
承
認
に
つ
い
て
』、
議
案

第
４
号
『
そ
の
他
』
を
執
行
部
よ
り
提
案
し
、
原
案
通

り
承
認
さ
れ
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

★
令
和
８
年
度
役
員
は
、
第
１
回
役
員
会
に
て
互
選

清
里
町
玉
葱
生
産
組
合
総
会

2
月
2
日
、
第
42
回
清
里
町
玉
葱
生
産
組
合
の
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
員
20
名
（
内
委
任
状
４
名
）

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号
『
令
和
７
年
度
経
過
報
告
及
び
収
支
決

算
報
告
並
び
に
会
計
監
査
報
告
』、
議
案
第
２
号
『
令

和
８
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
』、
議
案
第
３
号
『
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
』

を
執
行
部
よ
り
提
案
し
、
議
案
第
４
号
『
そ
の
他
』
に

つ
い
て
は
、
早
出
し
出
荷
に
つ
い
て
な
ど
の
報
告
が
あ

り
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

★
令
和
８
年
度
役
員

　
・
組
合
長
　
金
森
裕
輔
氏

　
・
副
組
合
長
　
大
町
敏
隆
氏

2
月
2
日
、
第
42
回
清
里
町
玉
葱
生
産
組
合
の
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
員
20
名
（
内
委
任
状
４
名
）

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号
『
令
和
７
年
度
経
過
報
告
及
び
収
支
決

算
報
告
並
び
に
会
計
監
査
報
告
』、
議
案
第
２
号
『
令

和
８
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
』、
議
案
第
３
号
『
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
』

を
執
行
部
よ
り
提
案
し
、
議
案
第
４
号
『
そ
の
他
』
に

つ
い
て
は
、
早
出
し
出
荷
に
つ
い
て
な
ど
の
報
告
が
あ

り
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

★
令
和
８
年
度
役
員

　
・
組
合
長
　
金
森
裕
輔
氏

　
・
副
組
合
長
　
大
町
敏
隆
氏

各組織等 総会報告
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女性部歴代部長
女性部のイメージカラーである「ピンク」の
フラワーアレンジメントについて触れる谷澤部長

ＪＡ清里町三上組合長（左）と清里町和牛生産改良組合佐野組合長
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12
月
12
日
、
令
和
７
年
度
食
農
教
育
活
動
の

一
環
と
し
て
、
５
月
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
「
清

小
楽
し
い
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
農
園
」
の
締
め
く

く
り
と
な
る
給
食
会
が
、
清
里
小
学
校
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
給
食
会
は
、
地
産
地
消
の
大
切
さ
を
食
農

教
育
を
通
し
て
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
清
里
小
学
校
３
年
生
の
児
童
た
ち

と
担
任
の
村
下
先
生
を
は
じ
め
、
特
別
メ
ニ
ュ
ー

を
考
案
・
調
理
し
て
い
た
だ
い
た
榊
原
栄
養
教

諭
、
清
里
町
役
場
生
涯
学
習
課
吉
田
課
長
、Ｊ
Ａ

清
里
町
工
藤
専
務
、
清
里
町
農
協
青
年
部
前
中

部
長
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
給
食
の
前
に
は
、Ｊ
Ａ
清
里
町
岩
永
職
員
お
よ

び
榊
原
栄
養
教
諭
よ
り
、
清
里
町
で
栽
培
さ
れ

て
い
る
作
物
や
特
別
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
紹
介

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
児
童
た
ち
と
交
流
を
し

な
が
ら
給
食
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
特
別
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
当
Ｊ
Ａ
の
特
産
品
で

も
あ
る
清
里
切
麦
を
使
用
し
た
『
五
目
う
ど
ん
』

や
、
長
い
も
と
児
童
た
ち
自
身
が
収
穫
し
た
馬

鈴
し
ょ
を
取
り
入
れ
た
『
長
い
も
と
じ
ゃ
が
い

も
の
そ
ぼ
ろ
煮
』
が
提
供
さ
れ
、
清
里
産
食
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
献
立
と
な
り
ま
し

た
。

　
給
食
を
前
に
し
た
児
童
た
ち
は
、「
こ
れ
、
ぼ

く
た
ち
が
植
え
た
じ
ゃ
が
い
も
!?
」「
お
い
し

い
！
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。
教
室
に

は
楽
し
そ
う
な
声
が
あ
ふ
れ
て
お
り
、
今
回
の

活
動
が
児
童
た
ち
に
と
っ
て
「
食
」
と
「
農
」

の
つ
な
が
り
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
大
変

有
意
義
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
清
里
町
で
は
、
今
後
も
食
農
教
育
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

12
月
12
日
、
令
和
７
年
度
食
農
教
育
活
動
の

一
環
と
し
て
、
５
月
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
「
清

小
楽
し
い
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
農
園
」
の
締
め
く

く
り
と
な
る
給
食
会
が
、
清
里
小
学
校
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
給
食
会
は
、
地
産
地
消
の
大
切
さ
を
食
農

教
育
を
通
し
て
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
清
里
小
学
校
３
年
生
の
児
童
た
ち

と
担
任
の
村
下
先
生
を
は
じ
め
、
特
別
メ
ニ
ュ
ー

を
考
案
・
調
理
し
て
い
た
だ
い
た
榊
原
栄
養
教

諭
、
清
里
町
役
場
生
涯
学
習
課
吉
田
課
長
、Ｊ
Ａ

清
里
町
工
藤
専
務
、
清
里
町
農
協
青
年
部
前
中

部
長
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
給
食
の
前
に
は
、Ｊ
Ａ
清
里
町
岩
永
職
員
お
よ

び
榊
原
栄
養
教
諭
よ
り
、
清
里
町
で
栽
培
さ
れ

て
い
る
作
物
や
特
別
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
紹
介

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
児
童
た
ち
と
交
流
を
し

な
が
ら
給
食
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
特
別
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
当
Ｊ
Ａ
の
特
産
品
で

も
あ
る
清
里
切
麦
を
使
用
し
た
『
五
目
う
ど
ん
』

や
、
長
い
も
と
児
童
た
ち
自
身
が
収
穫
し
た
馬

鈴
し
ょ
を
取
り
入
れ
た
『
長
い
も
と
じ
ゃ
が
い

も
の
そ
ぼ
ろ
煮
』
が
提
供
さ
れ
、
清
里
産
食
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
献
立
と
な
り
ま
し

た
。

　
給
食
を
前
に
し
た
児
童
た
ち
は
、「
こ
れ
、
ぼ

く
た
ち
が
植
え
た
じ
ゃ
が
い
も
!?
」「
お
い
し

い
！
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。
教
室
に

は
楽
し
そ
う
な
声
が
あ
ふ
れ
て
お
り
、
今
回
の

活
動
が
児
童
た
ち
に
と
っ
て
「
食
」
と
「
農
」

の
つ
な
が
り
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
大
変

有
意
義
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
清
里
町
で
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の

ス
タ
ー
ト
を
明
る
く
祝
う
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。
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性
部
フ
レ
ッ
シ
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ミ
ズ
部

　
　
　
　
　
　
　
　視
察
研
修

女
性
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レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部

　
　
　
　
　
　
　
　視
察
研
修

　
１
月
19
日
か
ら
20
日
の
２
日
間
、Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性

部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
の
視
察
研
修
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
１
日
目
の
ほ
が
じ
ゃ
小
清
水
北
陽
工
場
で
は
、
設

立
の
経
緯
や
施
設
の
概
要
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、

工
場
内
部
の
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２

日
目
に
は
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
と
の

合
同
研
修
と
し
て
、
き
た
み
ら
い
農
協
相
内
支
店
事

務
所
に
て
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り
を

行
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
１
月
19
日
か
ら
20
日
の
２
日
間
、Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性

部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
の
視
察
研
修
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
１
日
目
の
ほ
が
じ
ゃ
小
清
水
北
陽
工
場
で
は
、
設

立
の
経
緯
や
施
設
の
概
要
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、

工
場
内
部
の
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２

日
目
に
は
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
と
の

合
同
研
修
と
し
て
、
き
た
み
ら
い
農
協
相
内
支
店
事

務
所
に
て
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り
を

行
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
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1
月
21
日
、
清
里
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
、
第
57
回
清
里
町
農
協
青
年
部
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
青
年
部
綱
領
お
よ
び
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
朗
唱
が
行
わ
れ
た
後
、
前
中
部

長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
来
賓
と
し
て
Ｊ
Ａ
清
里
町
三
上
組
合
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
大
会
午
前
の
部
で
は
講
演
会
が
行
わ
れ
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
苫
氏
に
よ
る
「
足
腰
が
強

く
な
る
あ
へ
あ
ほ
体
操
の
秘
密
」
と
し
て
あ
へ
あ
ほ
体
操
の
実
践
レ
ク
チ
ャ
ー
の
ほ
か
、
前

中
部
長
か
ら
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
青
年
部
協
議
会
道
外
研
修
」
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
午
後
の
部
で
は
、Ｊ
Ａ
清
里
町
燃
料
自
動
車
課
田
中
主
幹
よ
り
「
農
業
機
械
を
長
持
ち
さ

せ
る
た
め
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
、
と
り
ま
と
め
購
入
が
可
能
な
便
利
な
道
具
」
に
つ
い
て
の

講
演
が
行
わ
れ
、
続
い
て
桑
原
電
装
㈱
の
伊
藤
氏
よ
り
「
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
方
法
」
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
会
終
了
後
に
は
、「
青
年
部
国
内
研
修
」
の
報
告
会
と
共
励
会
が
行
わ
れ
、
秋
小
麦
・

春
小
麦
・
で
ん
原
馬
鈴
し
ょ
・
て
ん
菜
の
各
作
物
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
部
員
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
12
月
22
日
、
ホ
ク
レ
ン
清
里
給
油
所
お
よ
び
札
弦
給
油
所
に
て
「
年
末
謝
恩
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
ス
タ
ッ
フ
手
作
り
の
ポ
ッ
プ
を
掲
示
し
、
日
頃
よ
り
ホ

ク
レ
ン
給
油
所
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
店
頭

給
油
に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
を
店
頭
表
示
価
格
か
ら
5
円
引
き
と
す
る
ほ
か
、
ホ
ク
レ
ン

Ｓ
Ｓ
ポ
イ
ン
ト
が
10
倍
と
な
る
お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
雪
の
降
る
あ
い

に
く
の
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
店
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る
給
油
所
を
目
指
し
、
ス
タ
ッ
フ
一
同

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
２
月
２
日
、
ホ
テ
ル
緑
清
荘
に
て
清
里
町
の
う
き
ょ
う
年
金
友
の
会
が
冬
季
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
「
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
」
を
開
催
し
、
21
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
全
３
回
戦
で
行
わ
れ
、
対
局
ご
と
に
卓
を
囲
む
相
手
が
入
れ
替
わ
る
形
式
で
進
行

し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
仲
間
同
士
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
会
話
も
弾

み
、
時
に
は
ル
ー
ル
や
打
ち
方
を
教
え
合
う
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
大
会
終
了
後
に
は
懇

親
会
が
開
か
れ
、
参
加
者
は
食
事
を
囲
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
、
終
始
賑
や
か
な
１
日
と
な

り
ま
し
た
。

　
1
月
16
日
、Ｊ
Ａ
清
里
町
２
階
会
議
室
に
て
、組
合
員
を
対
象
と
し
た
「
可
変
施
肥
講
習
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
習
で
は
、
ホ
ク
レ
ン
訓
子
府
実
証
農
場
よ
り
可
変
施
肥
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
ご
教
示

い
た
だ
き
、
実
際
に
可
変
施
肥
マ
ッ
プ
の
作
成
を
行
う
な
ど
、
実
技
を
交
え
た
内
容
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
㈱
ビ
コ
ン
、
㈱
ヰ
セ
キ
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
可
変
施
肥
機
の
使
用
方
法

や
特
徴
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
講
習
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
基
礎
的
な
内
容
に
加
え
、
組
合
員
自
ら
が
可
変
施
肥
機
を
使
用
し
て
マ
ッ
プ
を
作

成
す
る
実
践
的
な
講
習
と
な
り
ま
し
た
。
講
師
か
ら
直
接
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
こ
と
で
、

組
合
員
か
ら
も
積
極
的
に
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
よ
り
理
解
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
今
後
も
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
通
じ
て
、
組
合
員
が
求
め
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
に
関
す
る
内
容
を
取

り
入
れ
、
清
里
町
農
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
講
習
会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
1
月
16
日
、Ｊ
Ａ
清
里
町
２
階
会
議
室
に
て
、組
合
員
を
対
象
と
し
た
「
可
変
施
肥
講
習
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
習
で
は
、
ホ
ク
レ
ン
訓
子
府
実
証
農
場
よ
り
可
変
施
肥
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
ご
教
示

い
た
だ
き
、
実
際
に
可
変
施
肥
マ
ッ
プ
の
作
成
を
行
う
な
ど
、
実
技
を
交
え
た
内
容
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
㈱
ビ
コ
ン
、
㈱
ヰ
セ
キ
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
可
変
施
肥
機
の
使
用
方
法

や
特
徴
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
講
習
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
基
礎
的
な
内
容
に
加
え
、
組
合
員
自
ら
が
可
変
施
肥
機
を
使
用
し
て
マ
ッ
プ
を
作

成
す
る
実
践
的
な
講
習
と
な
り
ま
し
た
。
講
師
か
ら
直
接
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
こ
と
で
、

組
合
員
か
ら
も
積
極
的
に
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
よ
り
理
解
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
今
後
も
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
通
じ
て
、
組
合
員
が
求
め
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
に
関
す
る
内
容
を
取

り
入
れ
、
清
里
町
農
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
講
習
会
を
開
催
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り
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。

可
変
施
肥
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は
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・
・
土
地
の
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を
分
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し
、
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画
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量
を
散
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の
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と
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ス
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ン
ド
年
末
謝
恩
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ス
タ
ン
ド
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末
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恩
キ
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ン
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マ
ー
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大
会

　

  

マ
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大
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友
の
会
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友
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あへあほ体操レクチャー

道外研修の報告
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居城会長より開会の挨拶

１回戦の様子
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。
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手
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プ
を
掲
示
し
、
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よ
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る
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の
感
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の
気
持
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て
、
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に
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を
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、
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ン
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と
な
る
お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
雪
の
降
る
あ
い

に
く
の
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
店
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る
給
油
所
を
目
指
し
、
ス
タ
ッ
フ
一
同

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
２
月
２
日
、
ホ
テ
ル
緑
清
荘
に
て
清
里
町
の
う
き
ょ
う
年
金
友
の
会
が
冬
季
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
「
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
」
を
開
催
し
、
21
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
全
３
回
戦
で
行
わ
れ
、
対
局
ご
と
に
卓
を
囲
む
相
手
が
入
れ
替
わ
る
形
式
で
進
行

し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
仲
間
同
士
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
会
話
も
弾

み
、
時
に
は
ル
ー
ル
や
打
ち
方
を
教
え
合
う
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
大
会
終
了
後
に
は
懇

親
会
が
開
か
れ
、
参
加
者
は
食
事
を
囲
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
、
終
始
賑
や
か
な
１
日
と
な

り
ま
し
た
。

　
1
月
16
日
、Ｊ
Ａ
清
里
町
２
階
会
議
室
に
て
、組
合
員
を
対
象
と
し
た
「
可
変
施
肥
講
習
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
習
で
は
、
ホ
ク
レ
ン
訓
子
府
実
証
農
場
よ
り
可
変
施
肥
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
ご
教
示

い
た
だ
き
、
実
際
に
可
変
施
肥
マ
ッ
プ
の
作
成
を
行
う
な
ど
、
実
技
を
交
え
た
内
容
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
㈱
ビ
コ
ン
、
㈱
ヰ
セ
キ
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
可
変
施
肥
機
の
使
用
方
法

や
特
徴
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
講
習
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
基
礎
的
な
内
容
に
加
え
、
組
合
員
自
ら
が
可
変
施
肥
機
を
使
用
し
て
マ
ッ
プ
を
作

成
す
る
実
践
的
な
講
習
と
な
り
ま
し
た
。
講
師
か
ら
直
接
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
こ
と
で
、

組
合
員
か
ら
も
積
極
的
に
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
よ
り
理
解
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
今
後
も
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
通
じ
て
、
組
合
員
が
求
め
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
に
関
す
る
内
容
を
取

り
入
れ
、
清
里
町
農
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
講
習
会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
1
月
16
日
、Ｊ
Ａ
清
里
町
２
階
会
議
室
に
て
、組
合
員
を
対
象
と
し
た
「
可
変
施
肥
講
習
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
習
で
は
、
ホ
ク
レ
ン
訓
子
府
実
証
農
場
よ
り
可
変
施
肥
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
ご
教
示

い
た
だ
き
、
実
際
に
可
変
施
肥
マ
ッ
プ
の
作
成
を
行
う
な
ど
、
実
技
を
交
え
た
内
容
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
㈱
ビ
コ
ン
、
㈱
ヰ
セ
キ
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
可
変
施
肥
機
の
使
用
方
法

や
特
徴
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
講
習
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
基
礎
的
な
内
容
に
加
え
、
組
合
員
自
ら
が
可
変
施
肥
機
を
使
用
し
て
マ
ッ
プ
を
作

成
す
る
実
践
的
な
講
習
と
な
り
ま
し
た
。
講
師
か
ら
直
接
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
こ
と
で
、

組
合
員
か
ら
も
積
極
的
に
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
よ
り
理
解
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
今
後
も
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
通
じ
て
、
組
合
員
が
求
め
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
に
関
す
る
内
容
を
取

り
入
れ
、
清
里
町
農
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
講
習
会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

可
変
施
肥
と
は
・
・
・
土
地
の

特
性
を
分
析
し
、
区
画
ご
と
に

最
適
な
施
肥
量
を
散
布
す
る
技

術
の
こ
と

組合だより　2026.3

ス
タ
ン
ド
年
末
謝
恩
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ス
タ
ン
ド
年
末
謝
恩
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

  

マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会

　

  

マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会

年
金
友
の
会
冬
季
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

年
金
友
の
会
冬
季
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

第
57
回
清
里
町
農
協
青
年
部
大
会

第
57
回
清
里
町
農
協
青
年
部
大
会

可
変
施
肥
講
習
会

可
変
施
肥
講
習
会

7

あへあほ体操レクチャー

道外研修の報告

講習会の様子

マップ作成の講習

居城会長より開会の挨拶

１回戦の様子
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1
月
16
日
、Ｊ
Ａ
清
里
町
資
材
セ
ン
タ
ー
に
て
、
農
薬
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
が
初
の
取
り
組
み
と
な
る
本
相
談
会
は
、
ホ
ク
レ
ン
北
見
支
所
生
産
資
材
課
、
ホ
ク
サ
ン

㈱
、
北
興
化
学
工
業
㈱
、
ク
ミ
ア
イ
化
学
工
業
㈱
の
協
力
の
も
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
相
談
会
は
希
望
者
を
対
象
に
、
１
人
あ
た
り
約
１
時
間
行
わ
れ
、
主
に
ビ
ー
ト
の
害
虫
防

除
に
関
す
る
薬
剤
選
定
や
防
除
体
系
の
見
直
し
、
除
草
剤
の
適
正
な
使
用
量
な
ど
に
つ
い
て

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
組
合
員
か
ら
は
好
評
の
声
が
多
く
、「
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
ほ
し
い
」

と
の
要
望
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
相
談
会
で
得
ら
れ
た
反
省
点
や
課
題
を
踏
ま
え
、

改
善
を
図
り
な
が
ら
、
組
合
員
に
寄
り
添
っ
た
取
り
組
み
を
今
後
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
1
月
22
日
、
網
走
市
エ
コ
ー
セ
ン
タ
ー
２
０
０
０
に
て
公
益
財
団
法
人
北
海
道
農
産
基
金

協
会
が
主
催
す
る
「
第
32
回
馬
鈴
し
ょ
及
び
で
ん
粉
講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
㈱
崎
陽
軒
君
塚
常
務
取
締
役
よ
り
「
北
海
道
馬
鈴
薯
澱
粉
と
崎
陽
軒
」
に
つ
い

て
、ホ
ク
レ
ン
農
業
総
合
研
究
所
作
物
生
産
研
究
部
畑
作
物
水
稲
開
発
課
田
中
課
長
よ
り
「
コ

ナ
ヒ
メ
の
安
定
生
産
に
向
け
て
」
に
つ
い
て
、
農
研
機
構
北
海
道
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
芽
室

研
究
拠
点
寒
地
畑
作
研
究
領
域
野
田
学
術
博
士
よ
り
「
で
ん
粉
特
性
の
優
れ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ

シ
ロ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
抵
抗
性
で
ん
粉
原
料
用
品
種
の
育
成
」
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
生
産
者
優
良
事
例
紹
介
」
と
し
て
、
清
里
町
で
実
施
さ
れ
た
コ
ナ
ヒ
メ
の
疎
植

栽
培
で
受
光
態
勢
を
改
善
す
る
取
り
組
み
や
、
土
壌
分
析
値
に
応
じ
た
適
正
施
肥
、
適
正
な

輪
作
体
系
の
維
持
な
ど
に
つ
い
て
、Ｊ
Ａ
清
里
町
農
畜
産
課
堀
田
主
査
お
よ
び
、
網
走
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
清
里
支
所
萬
歳
普
及
指
導
員
よ
り
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　
他
に
も
農
林
水
産
省
農
産
局
地
域
作
物
課
伊
藤
課
長
補
佐
お
よ
び
、Ｊ
Ａ
全
農
麦
類
農
産

部
西
野
次
長
を
加
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
実
需
者
と
生
産
者
の
交
流
と
し
て
、

で
ん
粉
を
使
用
し
た
商
品
展
示
・
試
食
・
ブ
ー
ス
巡
回
が
行
わ
れ
、
講
習
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

組合だより　2026.3

農
薬
相
談
会

農
薬
相
談
会

第
32
回
馬
鈴
し
ょ
及
び
で
ん
粉
講
習
会

第
32
回
馬
鈴
し
ょ
及
び
で
ん
粉
講
習
会

１
月
30
日
発
刊
の

北
海
道
新
聞
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
！

　北
海
道
や
東
北
地
方
は
寒
冷
で
あ
り
、
飲

酒
量
が
多
く
か
つ
喫
煙
率
が
高
く
、
塩
分
の

多
い
食
事
が
好
ま
れ
る
た
め
に
、
以
前
か
ら
癌

が
多
い
こ
と
脳
卒
中
や
生
活
習
慣
病
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
近
年
は
だ
い
ぶ
改
善
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
職
業
別
で
み
て
農
業
従
事
者
は
健

康
寿
命
が
長
く
、
か
つ
平
均
寿
命
も
長
い
こ
と

が
21
世
紀
に
入
っ
て
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
仕
事

で
よ
く
動
く
、
よ
く
動
く
の
で
食
欲
が
旺
盛
で

あ
る
、
よ
く
動
く
た
め
に
よ
く
眠
れ
る
、
筋
肉

が
衰
え
な
い
た
め
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
よ
く
動

く
た
め
に
認
知
機
能
低
下
も
進
み
に
く
い
と
い

う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

　座
っ
て
ば
か
り
い
る
仕
事
で
は
筋
肉
を
使
い

ま
せ
ん
し
、
骨
に
も
運
動
刺
激
が
伝
わ
り
ま
せ

ん
の
で
、
身
体
の
老
化
が
進
み
や
す
く
な
り
ま

す
。
座
っ
て
ば
か
り
で
す
と
耳
の
奥
の
平
衡
機

能
を
司
る
耳
石
が
鍛
え
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
め

ま
い
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
や

パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
画
面
ば
か
り
を
見
て
い
る
と

目
の
老
化
が
進
み
や
す
く
な
り
ま
す
。
都
会
に

い
ま
す
と
よ
そ
様
が
多
く
心
の
つ
な
が
り
が
な

い
孤
立
し
た
社
会
に
な
る
可
能
性
が
高
い
の
で

す
が
、
地
方
で
暮
ら
す
と
そ
の
逆
で
、
よ
ほ
ど

人
付
き
合
い
が
嫌
い
な
人
以
外
は
孤
立
し
な
い

は
ず
で
す
。
こ
の
違
い
で
田
舎
暮
ら
し
の
ほ
う

が
健
康
的
で
認
知
症
に
な
り
に
く
い
と
い
う
研

究
結
果
を
支
持
す
る
理
由
で
す
。

　農
家
と
そ
れ
以
外
で
比
べ
て
み
る
と
、
農
家

の
医
療
費
は
一
般
平
均
の
７
割
だ
そ
う
で
す
。

身
体
活
動
が
健
康
を
維
持
し
、
医
療
費
が
減

り
、
ひ
い
て
は
認
知
機
能
低
下
に
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
ら
れ
る
こ
と
は
見
習
う
べ
き
と
思
い
ま
す
。

　認
知
症
予
防
は
運
動
療
法
や
・
食
事
療
法
・

脳
ト
レ
と
い
わ
れ
る
認
知
機
能
訓
練
・
生
活

習
慣
病
の
治
療
を
き
ち
ん
と
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
で
、
正
常
認
知
機
能

の
方
が
認
知
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
年

齢
相
応
の
物
忘
れ
の
方
や
ち
ょ
っ
と
進
ん
だ
程

度
の
方
で
も
認
知
機
能
が
向
上
し
て
年
相
応
に

回
復
す
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
の

で
す
。
運
動
・
食
事
・
脳
ト
レ
・
生
活
習
慣

病
の
治
療
と
い
う
４
点
セ
ッ
ト
が
大
事
で
す
し
、

ま
た
心
配
で
あ
れ
ば
脳
の
健
康
診
断
検
査
も
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
す
ぐ
に
調
べ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

藤
田

　力
（
ふ
じ
た  

つ
と
む
）

青
森
県
出
身

旭
川
医
科
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

令
和
４
年
10
月
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
院

脳
神
経
外
科
専
門
医

診
療
案
内
・
・
・
物
忘
れ
外
来
、
頭
痛
外
来
、

睡
眠
時
無
呼
吸
外
来
、禁
煙
外
来
、脳
ド
ッ
ク
、

健
康
診
断

篤
志
に
よ
る
寄
贈

　
　
　
　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

こ
の
度
、
後
継
者
育
成
基
金
運
用
委
員
会
へ
篤
志
に
よ
る
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
後
継
者
育
成
基
金
運
用
委
員
会
へ
篤
志
に
よ
る
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。

★
後
継
者
育
成
基
金
と
は
？

　
昭
和
52
年
に
農
協
役
員
の
方
が
若
い
世
代
へ
役
立
て
て
欲
し
い

と
篤
志
を
出
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
発
端
と
な
り
、
以
降
も
退

職
さ
れ
る
役
職
員
の
方
々
や
離
農
さ
れ
る
組
合
員
等
の
ご
厚
意
に

よ
り
積
み
立
て
ら
れ
た
基
金
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
基
金
の
運
用
は
清
里
町
農
業
後
継
者
育
成
基
金
運
用
委
員

会
（
委
員
長
と
し
て
専
務
、
委
員
は
第
一
理
事
、
代
表
監
事
、
営

農
部
長
、
青
年
部
・
女
性
部
の
正
・
副
部
長
各
３
名
の
計
10
名
で

構
成
）
を
年
１
回
開
催
し
、
基
金
の
使
途
に
つ
い
て
協
議
の
場
を

設
け
て
お
り
ま
す
。
使
途
に
つ
い
て
は
、
主
に
青
年
部
・
女
性
部

の
研
修
に
加
え
、
農
業
塾
に
対
す
る
研
修
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
大
切
な
基
金
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
と
、
こ
れ
ま
で
に
篤
志
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
ご
意
向
に
沿
っ
た
有
意
義
な

運
用
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

〇
石
川 

教
治
氏

〇
石
川 

教
治
氏

9
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1
月
16
日
、Ｊ
Ａ
清
里
町
資
材
セ
ン
タ
ー
に
て
、
農
薬
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
が
初
の
取
り
組
み
と
な
る
本
相
談
会
は
、
ホ
ク
レ
ン
北
見
支
所
生
産
資
材
課
、
ホ
ク
サ
ン

㈱
、
北
興
化
学
工
業
㈱
、
ク
ミ
ア
イ
化
学
工
業
㈱
の
協
力
の
も
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
相
談
会
は
希
望
者
を
対
象
に
、
１
人
あ
た
り
約
１
時
間
行
わ
れ
、
主
に
ビ
ー
ト
の
害
虫
防

除
に
関
す
る
薬
剤
選
定
や
防
除
体
系
の
見
直
し
、
除
草
剤
の
適
正
な
使
用
量
な
ど
に
つ
い
て

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
組
合
員
か
ら
は
好
評
の
声
が
多
く
、「
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
ほ
し
い
」

と
の
要
望
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
相
談
会
で
得
ら
れ
た
反
省
点
や
課
題
を
踏
ま
え
、

改
善
を
図
り
な
が
ら
、
組
合
員
に
寄
り
添
っ
た
取
り
組
み
を
今
後
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
1
月
22
日
、
網
走
市
エ
コ
ー
セ
ン
タ
ー
２
０
０
０
に
て
公
益
財
団
法
人
北
海
道
農
産
基
金

協
会
が
主
催
す
る
「
第
32
回
馬
鈴
し
ょ
及
び
で
ん
粉
講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
㈱
崎
陽
軒
君
塚
常
務
取
締
役
よ
り
「
北
海
道
馬
鈴
薯
澱
粉
と
崎
陽
軒
」
に
つ
い

て
、ホ
ク
レ
ン
農
業
総
合
研
究
所
作
物
生
産
研
究
部
畑
作
物
水
稲
開
発
課
田
中
課
長
よ
り
「
コ

ナ
ヒ
メ
の
安
定
生
産
に
向
け
て
」
に
つ
い
て
、
農
研
機
構
北
海
道
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
芽
室

研
究
拠
点
寒
地
畑
作
研
究
領
域
野
田
学
術
博
士
よ
り
「
で
ん
粉
特
性
の
優
れ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ

シ
ロ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
抵
抗
性
で
ん
粉
原
料
用
品
種
の
育
成
」
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
生
産
者
優
良
事
例
紹
介
」
と
し
て
、
清
里
町
で
実
施
さ
れ
た
コ
ナ
ヒ
メ
の
疎
植

栽
培
で
受
光
態
勢
を
改
善
す
る
取
り
組
み
や
、
土
壌
分
析
値
に
応
じ
た
適
正
施
肥
、
適
正
な

輪
作
体
系
の
維
持
な
ど
に
つ
い
て
、Ｊ
Ａ
清
里
町
農
畜
産
課
堀
田
主
査
お
よ
び
、
網
走
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
清
里
支
所
萬
歳
普
及
指
導
員
よ
り
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　
他
に
も
農
林
水
産
省
農
産
局
地
域
作
物
課
伊
藤
課
長
補
佐
お
よ
び
、Ｊ
Ａ
全
農
麦
類
農
産

部
西
野
次
長
を
加
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
実
需
者
と
生
産
者
の
交
流
と
し
て
、

で
ん
粉
を
使
用
し
た
商
品
展
示
・
試
食
・
ブ
ー
ス
巡
回
が
行
わ
れ
、
講
習
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

組合だより　2026.3

農
薬
相
談
会

農
薬
相
談
会

第
32
回
馬
鈴
し
ょ
及
び
で
ん
粉
講
習
会

第
32
回
馬
鈴
し
ょ
及
び
で
ん
粉
講
習
会

１
月
30
日
発
刊
の

北
海
道
新
聞
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
！

　北
海
道
や
東
北
地
方
は
寒
冷
で
あ
り
、
飲

酒
量
が
多
く
か
つ
喫
煙
率
が
高
く
、
塩
分
の

多
い
食
事
が
好
ま
れ
る
た
め
に
、
以
前
か
ら
癌

が
多
い
こ
と
脳
卒
中
や
生
活
習
慣
病
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
近
年
は
だ
い
ぶ
改
善
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
職
業
別
で
み
て
農
業
従
事
者
は
健

康
寿
命
が
長
く
、
か
つ
平
均
寿
命
も
長
い
こ
と

が
21
世
紀
に
入
っ
て
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
仕
事

で
よ
く
動
く
、
よ
く
動
く
の
で
食
欲
が
旺
盛
で

あ
る
、
よ
く
動
く
た
め
に
よ
く
眠
れ
る
、
筋
肉

が
衰
え
な
い
た
め
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
よ
く
動

く
た
め
に
認
知
機
能
低
下
も
進
み
に
く
い
と
い

う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

　座
っ
て
ば
か
り
い
る
仕
事
で
は
筋
肉
を
使
い

ま
せ
ん
し
、
骨
に
も
運
動
刺
激
が
伝
わ
り
ま
せ

ん
の
で
、
身
体
の
老
化
が
進
み
や
す
く
な
り
ま

す
。
座
っ
て
ば
か
り
で
す
と
耳
の
奥
の
平
衡
機

能
を
司
る
耳
石
が
鍛
え
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
め

ま
い
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
や

パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
画
面
ば
か
り
を
見
て
い
る
と

目
の
老
化
が
進
み
や
す
く
な
り
ま
す
。
都
会
に

い
ま
す
と
よ
そ
様
が
多
く
心
の
つ
な
が
り
が
な

い
孤
立
し
た
社
会
に
な
る
可
能
性
が
高
い
の
で

す
が
、
地
方
で
暮
ら
す
と
そ
の
逆
で
、
よ
ほ
ど

人
付
き
合
い
が
嫌
い
な
人
以
外
は
孤
立
し
な
い

は
ず
で
す
。
こ
の
違
い
で
田
舎
暮
ら
し
の
ほ
う

が
健
康
的
で
認
知
症
に
な
り
に
く
い
と
い
う
研

究
結
果
を
支
持
す
る
理
由
で
す
。

　農
家
と
そ
れ
以
外
で
比
べ
て
み
る
と
、
農
家

の
医
療
費
は
一
般
平
均
の
７
割
だ
そ
う
で
す
。

身
体
活
動
が
健
康
を
維
持
し
、
医
療
費
が
減

り
、
ひ
い
て
は
認
知
機
能
低
下
に
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
ら
れ
る
こ
と
は
見
習
う
べ
き
と
思
い
ま
す
。

　認
知
症
予
防
は
運
動
療
法
や
・
食
事
療
法
・

脳
ト
レ
と
い
わ
れ
る
認
知
機
能
訓
練
・
生
活

習
慣
病
の
治
療
を
き
ち
ん
と
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
で
、
正
常
認
知
機
能

の
方
が
認
知
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
年

齢
相
応
の
物
忘
れ
の
方
や
ち
ょ
っ
と
進
ん
だ
程

度
の
方
で
も
認
知
機
能
が
向
上
し
て
年
相
応
に

回
復
す
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
の

で
す
。
運
動
・
食
事
・
脳
ト
レ
・
生
活
習
慣

病
の
治
療
と
い
う
４
点
セ
ッ
ト
が
大
事
で
す
し
、

ま
た
心
配
で
あ
れ
ば
脳
の
健
康
診
断
検
査
も
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
す
ぐ
に
調
べ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

藤
田

　力
（
ふ
じ
た  

つ
と
む
）

青
森
県
出
身

旭
川
医
科
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

令
和
４
年
10
月
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
院

脳
神
経
外
科
専
門
医

診
療
案
内
・
・
・
物
忘
れ
外
来
、
頭
痛
外
来
、

睡
眠
時
無
呼
吸
外
来
、禁
煙
外
来
、脳
ド
ッ
ク
、

健
康
診
断

篤
志
に
よ
る
寄
贈

　
　
　
　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

こ
の
度
、
後
継
者
育
成
基
金
運
用
委
員
会
へ
篤
志
に
よ
る
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
後
継
者
育
成
基
金
運
用
委
員
会
へ
篤
志
に
よ
る
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。

★
後
継
者
育
成
基
金
と
は
？

　
昭
和
52
年
に
農
協
役
員
の
方
が
若
い
世
代
へ
役
立
て
て
欲
し
い

と
篤
志
を
出
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
発
端
と
な
り
、
以
降
も
退

職
さ
れ
る
役
職
員
の
方
々
や
離
農
さ
れ
る
組
合
員
等
の
ご
厚
意
に

よ
り
積
み
立
て
ら
れ
た
基
金
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
基
金
の
運
用
は
清
里
町
農
業
後
継
者
育
成
基
金
運
用
委
員

会
（
委
員
長
と
し
て
専
務
、
委
員
は
第
一
理
事
、
代
表
監
事
、
営

農
部
長
、
青
年
部
・
女
性
部
の
正
・
副
部
長
各
３
名
の
計
10
名
で

構
成
）
を
年
１
回
開
催
し
、
基
金
の
使
途
に
つ
い
て
協
議
の
場
を

設
け
て
お
り
ま
す
。
使
途
に
つ
い
て
は
、
主
に
青
年
部
・
女
性
部

の
研
修
に
加
え
、
農
業
塾
に
対
す
る
研
修
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
大
切
な
基
金
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
と
、
こ
れ
ま
で
に
篤
志
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
ご
意
向
に
沿
っ
た
有
意
義
な

運
用
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

〇
石
川 

教
治
氏

〇
石
川 

教
治
氏
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1
．
令
和
7
年
度
11
月
末
監
査
講
評
に

つ
い
て

議
案
第
１
号
　
令
和
8
年
度
固
定
資
産

取
得
に
向
け
て
の
仮
発

注
に
つ
い
て

議
案
第
２
号
　
令
和
8
年
度
内
部
監
査

方
針
お
よ
び
監
査
計
画

に
つ
い
て

議
案
第
３
号
　
そ
の
他

1
．
令
和
8
年
度
役
員
報
酬
の
諮
問
に

つ
い
て

2
．
そ
の
他

1
．
第
5
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
協
畑
作
青

果
対
策
委
員
会
の
内
容
報
告
に
つ

い
て

2
．
令
和
7
年
度
ク
ミ
カ
ン
精
算
（
12

月
見
込
み
）
に
つ
い
て

3
．
令
和
7
年
産
農
協
斡
旋
種
子
馬
鈴

し
ょ
精
算
に
つ
い
て

4
．
令
和
5
年
産
共
計
で
ん
粉
の
本
精

算
に
つ
い
て

5
．
令
和
6
年
産
共
計
で
ん
粉
の
仮
精

算
に
つ
い
て

6
．
令
和
7
年
産
て
ん
菜
糖
分
状
況
報

告
に
つ
い
て

7
．
令
和
6
年
産
麦
類
の
本
精
算
に

つ
い
て

8
．
令
和
6
年
産
大
豆
の
本
精
算
に

つ
い
て

9
．
小
豆
買
取
販
売
に
係
る
報
告
に

つ
い
て

10
．
各
係
会
議
及
び
営
農
集
団
長
会

議
の
意
見
集
約
に
つ
い
て

11
．
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対

策
に
関
す
る
取
組
状
況
（
令
和

7
年
９
月
末
基
準
）
に
つ
い
て

12
．
令
和
7
年
度
期
中
奨
励
の
実
施

結
果
に
つ
い
て

13
．
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
お
よ
び

事
業
の
実
施
状
況
の
報
告
に
つ

い
て

14
．
令
和
8
年
1
月
〜
4
月
の
行
事

予
定
に
つ
い
て

15
．
内
部
監
査
の
実
施
結
果
に
つ
い

て

16
．
そ
の
他

議
案
第
１
号
　
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強

化
整
備
等
特
別
対
策
事

業
に
係
る
リ
ー
ス
契
約

に
つ
い
て

議
案
第
２
号

令
和
8
年
度
固
定
資
産

取
得
に
向
け
て
の
仮
発

注
に
つ
い
て

議
案
第
３
号
　
理
事
に
対
す
る
貸
付
に

つ
い
て

議
案
第
４
号
　
令
和
8
年
度
信
用
供
与

の
最
高
限
度
額
の
決
定

に
つ
い
て

議
案
第
５
号
　
令
和
8
年
度
貸
付
金
利

率
の
最
高
限
度
の
決
定

に
つ
い
て

議
案
第
６
号
　
令
和
8
年
度
余
裕
金
の

運
用
方
針
お
よ
び
運
用

方
法
に
つ
い
て

議
案
第
７
号
　
令
和
8
年
度
余
裕
金
の

預
け
先
の
決
定
に
つ
い

て

議
案
第
８
号
　
J
A
バ
ン
ク
基
本
方
針

の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
９
号
　
組
合
員
の
資
格
変
更
並

び
に
出
資
の
減
口
に
つ

い
て

議
案
第
10
号
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
改
正
に
つ

い
て

議
案
第
11
号
　
そ
の
他

1
．
令
和
7
年
度
ク
ミ
カ
ン
実
績
報
告

に
つ
い
て

2
．
令
和
7
年
度
原
料
て
ん
菜
生
産
実

績
に
つ
い
て

3
．
理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
に
係

る
報
告
に
つ
い
て

4
．
不
祥
事
対
応
要
領
の
改
正
に
つ
い

て

5
．
そ
の
他

議
案
第
１
号
　
令
和
8
年
度
員
外
利
用

料
率
（
単
価
）
の
設
定

に
つ
い
て

議
案
第
２
号

第
43
回
臨
時
総
会
の
開

催
に
つ
い
て

議
案
第
３
号
　
令
和
8
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

議
案
第
４
号
　
令
和
8
年
度
固
定
資
産

取
得
に
向
け
た
仮
発
注

に
つ
い
て

議
案
第
５
号
　
北
海
道
信
連
に
対
す
る

出
資
増
口
に
つ
い
て

議
案
第
６
号
　
冬
季
懇
談
会
の
実
施
に

つ
い
て

議
案
第
７
号
　
令
和
9
年
度
固
定
資
産

取
得
に
向
け
た
仮
発
注

に
つ
い
て

議
案
第
８
号
　
清
里
町
農
業
委
員
会
委

員
の
推
薦
に
つ
い
て

議
案
第
９
号
　
定
年
退
職
者
に
対
す
る

特
別
加
給
金
の
支
給
に

つ
い
て

1
．
今
後
の
麦
作
事
業
に
つ
い
て

2
．
令
和
7
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
組
状
況
に
つ

い
て

1
．
G
p
土
壌
検
診
結
果
に
つ
い
て

2
．「
J
A
バ
ン
ク
の
内
部
管
理
態
勢

構
築
に
か
か
る
指
針
」
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

3
．
令
和
7
年
度
年
間
経
営
定
期
点
検

実
施
報
告
に
つ
い
て

4
．
第
11
期
総
合
5
ヶ
年
計
画
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

5
．
会
計
監
査
人
の
再
任
に
つ
い
て

6
．
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
の
報
告
に

つ
い
て

第
13
回

12
月
26
日
㈮

12
月
26
日
㈮

第
14
回

1
月
26
日
㈪

1
月
26
日
㈪

理事会の経過をお知らせ致します理事会の経過をお知らせ致します

第
1
回

2
月
9
日
㈪

2
月
9
日
㈪

監
査
講
評

マネロン・金融犯罪対策への取り組み強化について
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組合員状況
〈令和８年１月31日現在〉

■組合員数　　　 〈前回報告より〉
正組合員（個人）　200名　（３名減）
〃 （法人）　 18法人（変動なし）

准組合員（個人） 1,343名（７名増）
〃 （法人） 0法人（変動なし）
〃 （団体） 17団体（変動なし）

　　　　（合計）1,578

10組合だより　2026.3

1
．
令
和
7
年
度
11
月
末
監
査
講
評
に

つ
い
て

議
案
第
１
号
　
令
和
8
年
度
固
定
資
産

取
得
に
向
け
て
の
仮
発

注
に
つ
い
て

議
案
第
２
号
　
令
和
8
年
度
内
部
監
査

方
針
お
よ
び
監
査
計
画

に
つ
い
て

議
案
第
３
号
　
そ
の
他

1
．
令
和
8
年
度
役
員
報
酬
の
諮
問
に

つ
い
て

2
．
そ
の
他

1
．
第
5
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
協
畑
作
青

果
対
策
委
員
会
の
内
容
報
告
に
つ

い
て

2
．
令
和
7
年
度
ク
ミ
カ
ン
精
算
（
12

月
見
込
み
）
に
つ
い
て

3
．
令
和
7
年
産
農
協
斡
旋
種
子
馬
鈴

し
ょ
精
算
に
つ
い
て

4
．
令
和
5
年
産
共
計
で
ん
粉
の
本
精

算
に
つ
い
て

5
．
令
和
6
年
産
共
計
で
ん
粉
の
仮
精

算
に
つ
い
て

6
．
令
和
7
年
産
て
ん
菜
糖
分
状
況
報

告
に
つ
い
て

7
．
令
和
6
年
産
麦
類
の
本
精
算
に

つ
い
て

8
．
令
和
6
年
産
大
豆
の
本
精
算
に

つ
い
て

9
．
小
豆
買
取
販
売
に
係
る
報
告
に

つ
い
て

10
．
各
係
会
議
及
び
営
農
集
団
長
会

議
の
意
見
集
約
に
つ
い
て

11
．
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対

策
に
関
す
る
取
組
状
況
（
令
和

7
年
９
月
末
基
準
）
に
つ
い
て

12
．
令
和
7
年
度
期
中
奨
励
の
実
施

結
果
に
つ
い
て

13
．
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
お
よ
び

事
業
の
実
施
状
況
の
報
告
に
つ

い
て

14
．
令
和
8
年
1
月
〜
4
月
の
行
事

予
定
に
つ
い
て

15
．
内
部
監
査
の
実
施
結
果
に
つ
い

て

16
．
そ
の
他

議
案
第
１
号
　
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強

化
整
備
等
特
別
対
策
事

業
に
係
る
リ
ー
ス
契
約

に
つ
い
て

議
案
第
２
号

令
和
8
年
度
固
定
資
産

取
得
に
向
け
て
の
仮
発

注
に
つ
い
て

議
案
第
３
号
　
理
事
に
対
す
る
貸
付
に

つ
い
て

議
案
第
４
号
　
令
和
8
年
度
信
用
供
与

の
最
高
限
度
額
の
決
定

に
つ
い
て

議
案
第
５
号
　
令
和
8
年
度
貸
付
金
利

率
の
最
高
限
度
の
決
定

に
つ
い
て

議
案
第
６
号
　
令
和
8
年
度
余
裕
金
の

運
用
方
針
お
よ
び
運
用

方
法
に
つ
い
て

議
案
第
７
号
　
令
和
8
年
度
余
裕
金
の

預
け
先
の
決
定
に
つ
い

て

議
案
第
８
号
　
J
A
バ
ン
ク
基
本
方
針

の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
９
号
　
組
合
員
の
資
格
変
更
並

び
に
出
資
の
減
口
に
つ

い
て

議
案
第
10
号
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
改
正
に
つ

い
て

議
案
第
11
号
　
そ
の
他

1
．
令
和
7
年
度
ク
ミ
カ
ン
実
績
報
告

に
つ
い
て

2
．
令
和
7
年
度
原
料
て
ん
菜
生
産
実

績
に
つ
い
て

3
．
理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
に
係

る
報
告
に
つ
い
て

4
．
不
祥
事
対
応
要
領
の
改
正
に
つ
い

て

5
．
そ
の
他

議
案
第
１
号
　
令
和
8
年
度
員
外
利
用

料
率
（
単
価
）
の
設
定

に
つ
い
て

議
案
第
２
号

第
43
回
臨
時
総
会
の
開

催
に
つ
い
て

議
案
第
３
号
　
令
和
8
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

議
案
第
４
号
　
令
和
8
年
度
固
定
資
産

取
得
に
向
け
た
仮
発
注

に
つ
い
て

議
案
第
５
号
　
北
海
道
信
連
に
対
す
る

出
資
増
口
に
つ
い
て

議
案
第
６
号
　
冬
季
懇
談
会
の
実
施
に

つ
い
て

議
案
第
７
号
　
令
和
9
年
度
固
定
資
産

取
得
に
向
け
た
仮
発
注

に
つ
い
て

議
案
第
８
号
　
清
里
町
農
業
委
員
会
委

員
の
推
薦
に
つ
い
て

議
案
第
９
号
　
定
年
退
職
者
に
対
す
る

特
別
加
給
金
の
支
給
に

つ
い
て

1
．
今
後
の
麦
作
事
業
に
つ
い
て

2
．
令
和
7
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
組
状
況
に
つ

い
て

1
．
G
p
土
壌
検
診
結
果
に
つ
い
て

2
．「
J
A
バ
ン
ク
の
内
部
管
理
態
勢

構
築
に
か
か
る
指
針
」
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

3
．
令
和
7
年
度
年
間
経
営
定
期
点
検

実
施
報
告
に
つ
い
て

4
．
第
11
期
総
合
5
ヶ
年
計
画
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

5
．
会
計
監
査
人
の
再
任
に
つ
い
て

6
．
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
の
報
告
に

つ
い
て

第
13
回

12
月
26
日
㈮

12
月
26
日
㈮

第
14
回

1
月
26
日
㈪

1
月
26
日
㈪

理事会の経過をお知らせ致します理事会の経過をお知らせ致します理事会の経過をお知らせ致します理事会の経過をお知らせ致します理事会の経過をお知らせ致します理事会の経過をお知らせ致します理事会の経過をお知らせ致します理事会の経過をお知らせ致します理事会の経過をお知らせ致します理事会の経過をお知らせ致します理事会の経過をお知らせ致します理事会の経過をお知らせ致します理事会の経過をお知らせ致します理事会の経過をお知らせ致します理事会の経過をお知らせ致します理事会の経過をお知らせ致します理事会の経過をお知らせ致します

第
1
回

2
月
9
日
㈪

2
月
9
日
㈪

監
査
講
評

マネロン・金融犯罪対策への取り組み強化について
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合
組
同
協
業
農
町
里
清
／
行
発

地
番
２
町
衣
羽
町
里
清
郡
里
斜
道
海
北

Ｌ
Ｅ
Ｔ

２
５
１
０

―

５
２

―

１
１
２
２

９
９
０
〒

―

５
０
４
４

合
組
同
協
業
農
町
里
清
／
行
発

地
番
２
町
衣
羽
町
里
清
郡
里
斜
道
海
北

Ｌ
Ｅ
Ｔ

２
５
１
０

―

５
２

―

１
１
２
２

９
９
０
〒

―

５
０
４
４

会
員
委
集
編
り
よ
だ
合
組
／
集
編

社
会
式
株
業
工
刷
印
星
／
刷
印

会
員
委
集
編
り
よ
だ
合
組
／
集
編

社
会
式
株
業
工
刷
印
星
／
刷
印

2026・3
No.394組合だより
JA清里町

Topics
・清里町和牛生産改良組合
　　『令和７年度分娩間隔・飼養管理技術の部』にて表彰

・ＪＡ清里町女性部50周年式典開催

・令和７年度食農教育活動『給食会』開催

自自慢慢うちのうちの子子
我が家のかわいいペットを

たっぷりご紹介！

おおらか

かっぱつ

こわがりあまえんぼう

マイペース

げんき！

中力粉（清里産きたほなみ）
塩
砂糖　
ドライイースト
水（常温）
★はちみつor砂糖（ケトリング用）

‥‥‥‥‥200ｇ
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2ｇ
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10ｇ

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2ｇ
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥100ｇ

‥‥大さじ2

①★以外の材料を上から順番にボウルに入れ、
ひとまとまりになってきたらさらに5分～10
分ほどこねる。
②ラップにくるんで冷蔵庫（野菜室）で30分～2
時間ねかせる。
③４等分して成型し、濡らして硬く絞った布巾を
かぶせて室温で15分～30分発酵させる。（
レンジの発酵機能30℃でも可）
④オーブンを210℃に余熱しておく。大きめの
鍋orフライパンにお湯を沸かし、★を入れて
混ぜる。
⑤小さな泡がふつふつ出てきたら片面を30秒
ずつ茹で、水気を切ってからすぐに余熱が終
わったオーブンで20分焼けば完成。

材料（４個分）

作り方


